
別 表【３】

週40時間 週24時 間 週40時間 週24時間

行政職 23 6 ,80 0円 1 42 ,08 0円 21 4 ,6 00円 1 28 ,76 0円

医療職 (二 ) 23 6 ,40 0円 1 41 ,84 0円 21 4 ,8 00円 1 28 ,88 0円

医療職 (三 ) 26 4 ,30 0円 1 58 ,58 0円 25 9 ,3 00円 1 55 ,58 0円

《府労組連 作成 》

主事 ・技師級の 再任用職 員の新給料 月額

現行 新

別表【２】

職種・年齢 職階 現行給料月額 現給保障廃止 新給料表切替 削減額/月

4級97号給 2級113号給

401,642円 393,700円 357,200円

5級82号給 3級94号給

401,800円 389,300円

4級72号給
技能労務職
2級117号給

381,130円 378,100円 328,900円

（現給保障なし）

《府労組連作成》

行政職56才
主任主事
(副主査)

行政職54才 主査

給与制度改革による削減額モデルケース
※給与カット前の金額、地域手当含まず

現業職51才 主任技師

▲44,442円

▲12,500円

▲52,230円

当
局
は
「
給
与
制
度
改
革
」
の
理
由

と
し
て
、
①
同
一
の
職
務
の
級
に
複
数

の
役
職
段
階
が
混
在
、
②
国
を
超
え
る

職
務
の
級
の
格
付
け
や
在
級
年
数
に
よ

る
一
律
的
な
昇
格
を
行
っ
て
い
る
、
③

「
給
与
制
度
改
革
」
に
お
け
る
現
給
保

障
等
に
よ
り
、
制
度
本
来
の
給
与
と
現

実
の
給
与
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
課

題
と
し
て
挙
げ
「
府
民
の
理
解
を
得
る

た
め
」
「
職
員
の
や
る
気
を
引
き
出
す

た
め
」
な
ど
と
述
べ
「
国
の
制
度
を
超

え
て
」
給
与
制
度
を
整
備
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

■
行
政
職

４
級
主
任
主
事
、

５
級
主
査

不
当
降
格

行
政
職
・
研
究
職
・
医
療
職
（
二
）

（
三
）
の
給
料
表
に
つ
い
て
は
、
１
つ

の
役
職
段
階
に
１
の
職
務
の
級
を
割
り

当
て
る
と
し
て
、
別
表
【
１
】
の
と
お

り
再
編
し
、
国
を
超
え
る
職
務
の
級
の

格
付
け
や
在
級
年
数
に
よ
る
一
律
的
な

昇
格
を
廃
止
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
別
表
【
２
】
の
と
お
り
、

現
在
の
行
政
職
４
級
主
任
（
主
担
）
主

事
は
新
２
級
へ
、
５
級
主
査
は
新
３
級

へ
降
格
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
必
要
性
を

認
め
任
用
し
て
き
た
こ
と
を
否
定
す
る

不
当
な
提
案
で
す
。
ま
た
、
次
長
級

（
新
７
級
）
と
部
長
級
（
新
９
級
）
に

つ
い
て
は
定
額
制
と
し
て
い
ま
す
。

■
再
任
用
職
員
も
給
与
削
減

再
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
現
行
で

任
期
が
更
新
さ
れ
る
在
職
者
と
の
均
衡

の
観
点
か
ら
、
独
自
の
額
の
設
定
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
当
時
任
期
が
更
新
さ

れ
た
職
員
が
退
職
し
、
そ
の
意
味
合
い

が
薄
れ
た
と
し
て
国
の
２
級
と
同
額
に

引
き
下
げ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
主
事
級
の
再
任
用
職
員
に
つ

い
て
も
別
表
【
３
】
の
と
お
り
大
幅
な

減
額
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
技
能
労
務
職
給
料
表
導
入

現
業
職
員
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
行

政
職
給
料
表
を
適
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

①
非
現
業
職
員
と
従
事
す
る
業
務
の
性

質
が
異
な
る
、
②
非
現
業
職
員
と
役
職

の
構
成
が
異
な
る
、
③
国
の
類
似
職
種

の
職
員
の
給
与
に
比
し
て
相
当
に
高
い

水
準
に
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
国
の
行

政
職
俸
給
表
（
二
）
を
基
本
と
し
た

「
技
能
労
務
職
給
料
表
」
を
適
用
す
る

と
し
、
公
務
に
お
け
る
現
業
職
場
の
業

務
内
容
や
役
割
を
無
視
し
、
別
表
【
２
】

の
と
お
り
、
大
幅
な
給
与
削
減
を
行
お

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
圧
倒

的
多
数
の
現
業
職
員
は
１
級
最
高
号
給

27
万
６
８
０
０
円
で
頭
打
ち
と
な
り
、

最
高
職
階
で
も
３
級
最
高
号
給
36
万
８

８
０
０
円
止
ま
り
に
な
り
ま
す
。
技
能

労
務
職
給
料
表
の
導
入
は
、
非
正
規
・

低
賃
金
労
働
者
が
多
数
を
占
め
る
民
間

類
似
職
場
と
賃
金
比
較
を
行
い
、
自
治

体
現
業
職
員
が
法
外
な
賃
金
を
受
け
取
っ

て
い
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
住
民
に
植

え
付
け
る
だ
け
で
な
く
、
民
間
を
含
む

現
業
労
働
者
の
低
賃
金
を
固
定
化
す
る

も
の
で
あ
り
、
断
じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。

大
阪
府
が
率
先
し
て
公
契
約
条
例
を
制

定
す
る
な
ど
、
民
間
委
託
労
働
者
や
類

似
業
務
に
携
わ
る
労
働
者
の
低
賃
金
を

引
き
上
げ
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
す
。

給
料
表
の
切
替
え
は
２
０
１
１
年
４

月
１
日
実
施
と
し
、
今
回
の
制
度
改
正

に
よ
り
生
じ
る
給
与
財
源
は
、
若
年
層

を
中
心
に
配
分
す
る
と
し
、
具
体
的
に

は
人
事
委
員
会
に
お
け
る
本
年
度
の
給

与
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
決
定
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

■
評
価
結
果
の

給
与
反
映
な
ど
別
途
提
案

人
事
評
価
制
度
及
び
教
職
員
の
評
価

育
成
シ
ス
テ
ム
の
評
価
結
果
の
給
与
へ

の
反
映
に
つ
い
て
は
、
当
局
実
施
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
も
踏
ま
え
、
別
途
提
案

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

職
務
段
階
別
加
算
に
つ
い
て
は
、
２

０
０
６
年
の
「
給
与
制
度
改
革
」
に
お

い
て
、
行
政
職
給
料
表
の
旧
４
級
か
ら

現
２
級
に
切
り
替
え
ら
れ
た
職
員
の
う

ち
、
５
％
加
算
を
支
給
さ
れ
て
い
た
職

員
に
対
す
る
経
過
措
置
（
２
級
で
引
き

続
き
５
％
支
給
）
に
つ
い
て
は
、
２
０

１
０
年
度
限
り
で
廃
止
す
る
と
し
、
そ

の
他
に
つ
い
て
は
、
級
再
編
後
の
級
に

対
応
し
た
現
行
の
支
給
割
合
と
す
る
こ

と
を
基
本
に
調
整
し
、
別
途
提
案
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

■
「現
給
保
障
」廃
止

経
過
措
置
は
今
後
協
議

現
行
の
「
現
給
保
障
」
に
つ
い
て
も

廃
止
し
、
今
回
の
「
給
与
制
度
改
革
」

に
よ
り
、
給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
る
場

合
は
、
段
階
的
に
金
額
を
引
き
下
げ
る

経
過
措
置
を
設
け
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
具
体
的
方
法
や
期
間
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
府
労
組
連
と
協
議
す
る
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
「
現
給
保
障
」

は
、
２
０
０
６
年
の
「
給
与
制
度
改
革
」

府労組連ニュース

９
月
16
日
、
府
当
局
は
府
労
組
連
に
対
し
「給
与
制
度
の
改
革
及
び
給
料
の
特
例
減
額
の
実
施
に
つ
い
て
」を
提
案
し
ま
し
た
。

「給
与
制
度
の
改
革
」で
は
、
４
級
主
任
主
事
・５
級
主
査
の
廃
止
、
現
業
職
員
へ
の
「技
能
労
務
職
給
料
表
」の
適
用
、
「現
給

保
障
」の
廃
止
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
給
与
水
準
を
大
幅
に
低
下
さ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「人
件
費
削
減
の
取
り
組

み
」で
は
、
こ
の
間
の
給
与
カ
ッ
ト
・一
時
金
カ
ッ
ト
を
引
き
続
き
３
年
間
継
続
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
提
案
に
対
し
、
辻
委

員
長
は
「３
年
間
『財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
』に
基
づ
く
大
幅
な
人
件
費
削
減
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
府
民
の
く
ら
し

も
府
財
政
も
好
転
し
な
か
っ
た
。
大
企
業
だ
け
応
援
す
る
成
長
戦
略
も
、
職
員
・府
民
犠
牲
の
財
政
運
営
も
破
綻
し
て
い
る
。

そ
の
誤
り
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
『構
造
改
革
プ
ラ
ン
』と
人
件
費
削
減
の
撤
回
を
強
く
求
め
る
」と
述
べ
ま
し
た
。



摘　　要

1
2

3 主査、副主査、主任（主担）主事・技師 2 副主査、主任（主担）主事・技師

4 主査、主任（主担）主事・技師 3 主査 4級主任（主担）廃止

5 課長補佐級、主査 （使用しない） 5級主査廃止

6 課長補佐級 4 課長補佐級

7 課長級 5 課長級

6 本庁課長、出先機関の長 課長級一律昇格廃止

10 本庁部長

摘　　要

1
2

3 主査、主任研究員 2 主査、主任研究員

4 部長、総括研究員、主任研究員 3 総括研究員、課長 4級主任研究員廃止

5 所長、副所長、総括研究員 4 所長、副所長、部長

摘　　要

1
2

3 副主査 （使用しない）

4 2 副主査、主任（主担）技師 行政職現3級相当

5 3 主査級 5級主任（主担）廃止

6 課長補佐級 4 課長補佐級

7 課長級 5 課長級

8 次長級 （使用しない）

摘　　要

1
2

3 副主査 2 副主査、主任（主担）技師

4 主査級、主任（主担）技師 3 主査級 4級主任（主担）廃止

5 課長補佐級、主査級、主任（主担）技師 4 課長補佐級 5級主査、主任（主担）廃止

6 課長級 5 課長級

7 次長級 （使用しない）

改正案

主事・技師 1 主事・技師

8 次長級、課長級
7 次長級 定額490,600円

9 部長級、次長級
8 部長級 定額544,400円

現　　行 改正案

研究員 1 研究員

現　　行 改正案

技師 1 技師

主査級、主任（主担）技師

現　　行 改正案

医療職(三)給料表

技師 1 技師

別表【１】

行政職給料表

研究職給料表

医療職(二)給料表

現　　行

に
よ
っ
て
、
任
用
制
度
を
一
方
的
に
廃

止
し
、
多
く
の
職
員
の
給
料
月
額
の
大

幅
な
減
額
が
強
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
当
局
は
「
現
給
保
障
」
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
給
与

水
準
は
い
っ
さ
い
保
障
さ
れ
ず
に
、
２

０
０
６
年
当
時
の
給
料
月
額
に
据
え
置

く
と
い
う
昇
給
停
止
措
置
で
す
。
民
間

で
も
大
幅
な
賃
金
削
減
時
に
は
当
然
行
っ

て
い
る
措
置
で
あ
り
、
廃
止
提
案
は
到

底
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
不
平
等
・拙
速
な提

案
は
撤
回
せ
よ

今
回
提
案
さ
れ
た
「
給
与
制
度
改
革
」

は
「
国
の
制
度
を
超
え
て
、
職
員
の
勤

務
に
的
確
に
報
い
る
職
務
に
応
じ
た
給

与
制
度
」
と
し
な
が
ら
も
、
国
を
超
え

る
部
分
に
つ
い
て
は
一
律
に
削
減
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
人
件
費
削
減
が

大
前
提
の
「
改
革
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
職
給
料
表(

一)

や
標
準
職

務
表
、
人
事
評
価
に
基
づ
く
給
与
反
映
、

経
過
措
置
の
方
法
や
期
間
に
つ
い
て
示

さ
ず
に
別
途
提
案
と
す
る
な
ど
、
人
件

費
削
減
を
前
提
に
し
た
拙
速
で
不
十
分

な
提
案
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ま

た
、
１
つ
の
役
職
段
階
で
１
つ
の
職
務

と
い
う
考
え
方
は
、
そ
の
職
務
実
態
を

無
視
し
、
職
員
の
や
る
気
を
な
く
さ
せ

る
も
の
で
す
。
限
ら
れ
た
役
職
の
範
囲
、

広
範
な
職
種
の
存
在
、
職
種
に
よ
っ
て

最
終
到
達
す
る
役
職
段
階
の
違
い
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
「
分
か
り

や
す
い
」
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
安
易

に
役
職
段
階
だ
け
で
職
務
を
決
め
る
こ

と
は
職
員
間
、
職
種
間
で
の
不
平
等
を

も
た
ら
す
も
の
で
す
。
ま
た
、
限
ら
れ

た
昇
任
枠
の
も
と
で
、
職
員
間
の
競
争

を
あ
お
り
、
昇
任
・
昇
格
の
機
会
の
少

な
い
女
性
や
少
数
職
種
、
現
業
職
員
は

低
い
給
与
水
準
に
と
ど
め
ら
れ
ま
す
。

同
時
に
、
公
務
職
場
で
は
、
公
務
労

働
の
専
門
性
や
政
策
立
案
能
力
を
集
団

の
中
で
高
め
、
住
民
全
体
の
利
益
に
奉

仕
す
る
職
務
体
制
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
給
与
制
度

が
必
要
で
す
。

■
知
事
の
ひ
と
声
で
カ
ッ
ト
額
増

当
局
は
、
今
回
の
「
給
与
制
度
改
革
」

と
同
時
に
「
人
件
費
削
減
の
取
り
組
み
」

と
し
て
、
「
給
料
月
額
の
減
額
」
「
期

末
・
勤
勉
手
当
の
減
額
」
も
提
案
し
て

い
ま
す
。
財
政
状
況
が
依
然
と
し
て
厳

し
く
、
今
後
と
も
人
件
費
削
減
に
努
め

る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
現
行
の
給
与
・

一
時
金
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

末
に
満
了
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
引

き
続
き
２
０
１
１
年
度
以
降
も
３
年
間

継
続
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
９
月
14
日
開
催
の
戦
略

本
部
会
議
で
、
橋
下
知
事
が
、
私
立
高

校
へ
の
授
業
料
支
援
補
助
金
の
拡
充
に

当
て
る
財
源
を
捻
出
す
る
た
め
、
人
件

費
削
減
の
増
額
を
持
ち
出
し
、
人
件
費

削
減
額
が
２
７
０
億
円
か
ら
今
回
提
案

の
３
５
３
億
円
に
一
瞬
に
し
て
増
え
た

た
め
で
す
。

私
立
高
校
へ
の
授
業
料
支
援
補
助
金

の
拡
充
は
大
い
に
進
め
る
べ
き
で
す
が
、

「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン(

素
案)

」

で
、
府
民
の
福
祉
・
医
療
・
教
育
を
切

り
捨
て
、
阪
神
高
速
道
路
建
設
や
関
空

２
期
工
事
な
ど
、
不
要
不
急
の
ム
ダ
な

大
型
開
発
に
メ
ス
を
入
れ
ず
に
「
財
源

が
な
い
」
と
し
て
安
易
に
人
件
費
カ
ッ

ト
を
打
ち
出
す
の
は
本
末
転
倒
で
す
。

「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン(

素
案)

」

を
白
紙
撤
回
し
、
改
め
て
再
検
討
す
べ

き
で
す
。

■
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
府
政
推
進
の

給
与
制
度
改
悪

今
回
の
「
給
与
制
度
改
革
」
の
提
案

理
由
と
し
て
当
局
は
「
地
域
主
権
の
時

代
に
お
い
て
、
本
府
が
、
大
阪
府
民
の

活
動
を
支
え
る
地
方
政
府
と
し
て
、
職

員
が
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
そ

の
職
務
を
的
確
に
遂
行
し
、
組
織
力
を

最
高
度
に
発
揮
す
る
た
め
」
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
も
そ
も
、
私
た
ち
公
務
員

に
は
憲
法
15
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
「
全
体
の
奉
仕
者
」
と
し
て
そ
の

職
務
を
遂
行
・
専
念
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
公
務
員

の
賃
金
・
労
働
条
件
や
身
分
保
障
は
、

「
住
民
全
体
の
奉
仕
者
」
と
し
て
の
職

務
を
遂
行
・
専
念
す
る
に
相
応
し
い
も

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
職
務
・

職
階
制
賃
金
や
成
績
主
義
賃
金
な
ど
す

べ
て
の
差
別
分
断
賃
金
は
排
除
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
方
公

務
員
法
で
も
生
計
費
原
則
が
第
一
に
据

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
提
案
は
、

人
事
・
任
用
制
度
で
出
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
知
事
と
価
値
観
を
共
有
し
、
同

じ
考
え
方
を
持
つ
本
庁
部
局
長
や
本
庁

課
長
、
新
入
職
員
を
作
る
こ
と
で
、
橋

下
知
事
に
よ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
府
政

運
営
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
の
給
与
制

度
改
悪
で
あ
り
、
到
底
認
め
ら
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
カ
ッ
ト
を
や
め
る
こ
と
こ
そ

職
員
の
や
る
気
を
引
き
出
す

こ
の
間
の
人
件
費
カ
ッ
ト
は
、
２
年

間
の
定
期
昇
給
ス
ト
ッ
プ
を
は
じ
め
、

給
与
カ
ッ
ト
は
３
年
間
、
一
時
金
カ
ッ

ト
は
６
年
間
も
継
続
し
て
お
り
、
も
は

や
時
限
的
な
措
置
で
は
な
く
、
恒
常
的

継
続
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当

局
は
「
給
与
制
度
改
革
」
に
よ
っ
て

「
職
員
の
や
る
気
を
引
き
出
す
」
と
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ほ
ど
長
き
に
わ
た

る
人
件
費
カ
ッ
ト
の
も
と
で
、
職
員
・

教
職
員
の
生
活
不
安
や
士
気
低
下
は
大

き
く
な
る
一
方
で
す
。
当
局
が
今
年
７

月
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト(

知
事
部
局)

で
も
「
が
ん
ば
り
が
評
価
に
結
び
つ
い

て
い
な
い
」
と
す
る
職
員
は
66
％(

二

次
評
価
者
68
％)

に
な
っ
て
お
り
、

「
が
ん
ば
り
を
促
し
組
織
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
評
価

結
果
の
給
与
反
映
を
ど
の
よ
う
に
改
善

す
れ
ば
よ
い
か
」
と
の
問
い
に
対
し

「
昇
給
へ
の
反
映
を
な
く
す
」
と
答
え

た
職
員
が
40
・
１
％(

二
次
評
価
者
48
・

７
％)

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
府

職
員
・
教
職
員
の
人
件
費
カ
ッ
ト
は
民

間
労
働
者
の
賃
金
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
、
低
迷
す
る
大
阪
経
済
に
追
い

討
ち
を
か
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
撤
回
め
ざ
し
、
府
民
・労
働
者
と
の

共
同
闘
争
を
進
め
よ
う

府
労
組
連
は
、
21
日
に
拡
大
中
央
委

員
集
会
を
開
催
し
、
職
場
・
地
域
か
ら

の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。
給
与
・

一
時
金
カ
ッ
ト
の
継
続
を
断
じ
て
許
さ

ず
、
す
べ
て
の
職
員
・
教
職
員
の
生
活

を
守
る
と
と
も
に
「
全
体
の
奉
仕
者
」

と
し
て
職
務
を
遂
行
・
専
念
で
き
る
給

与
制
度
の
実
現
、
職
場
に
差
別
・
分
断

を
持
ち
込
む
成
績
主
義
賃
金
の
廃
止
を

め
ざ
し
、
全
力
で
奮
闘
し
ま
す
。
ま
た
、

不
要
不
急
の
ム
ダ
な
大
型
開
発
に
メ
ス

を
入
れ
ず
、
府
民
の
福
祉
・
医
療
・
教

育
を
切
り
捨
て
、
さ
ら
な
る
人
件
費
削

減
と
橋
下
知
事
の
府
庁
の
私
物
化
を
狙

う
「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン(

素
案)

」

の
撤
回
を
め
ざ
し
、
広
範
な
府
民
・
労

働
者
と
共
同
し
た
た
た
か
い
を
展
開
し

ま
す
。

府
労
組
連

拡
大
中
央
委
員
集
会

9
月
21
日(

火
）
18
時
45
分

エ
ル
大
阪

大
会
議
室


